
銅スラグ骨材 【判断の基準】

〇天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂若しくは砕石の一部又
は全部を代替して使用できる銅スラグ骨材が使用された骨材で
あること。

電気炉酸化ス
ラグ骨材

【判断の基準】

〇天然砂（海砂、山砂）、天然砂利、砕砂若しくは砕石の一部又
は全部を代替して使用できる電気炉酸化スラグ骨材が使用され
た骨材であること。

【配慮事項】

〇鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであること。

アスファル
ト混合物

再生加熱アス
ファルト混合
物

【判断の基準】

〇アスファルト・コンクリート塊から製造した骨材が含まれるこ
と。

鉄鋼スラグ混
入アスファル
ト混合物

【判断の基準】

〇加熱アスファルト混合物の骨材として、道路用鉄鋼スラグが使
用されていること。

【配慮事項】

〇鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであること。

中温化アス
ファルト混合
物

【判断の基準】

〇加熱アスファルト混合物において、調整剤を添加することによ
り必要な品質を確保しつつ製造時の加熱温度を30℃程度低減さ
せて製造されるアスファルト混合物であること。

備考） 「中温化アスファルト混合物」については、アスファルト舗装の表層・基層材料として、
その使用を推進する。ただし、当面の間、新規骨材を用いることとする。また、ポーラスア
スファルトには使用しない。

路盤材 鉄鋼スラグ混
入路盤材

【判断の基準】

〇路盤材として、道路用鉄鋼スラグが使用されていること。

【配慮事項】

〇鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであること。

再生骨材等 【判断の基準】

〇コンクリート塊又はアスファルト・コンクリート塊から製造し
た骨材が含まれること。

小径丸太材 間伐材 【判断の基準】

〇間伐材であって、有害な腐れ又は割れ等の欠陥がないこと。

混合セメン
ト

高炉セメント 【判断の基準】

〇高炉セメントであって、原料に30％を超える分量の高炉スラグ
が使用されていること。

フライアッ
シュセメント

【判断の基準】
〇フライアッシュセメントであって、原料に10％を超える分量の
フライアッシュが使用されていること。

コンクリー
ト及びコン
クリート製
品

透水性コンク
リート

【判断の基準】
〇透水係数１×10－２‹/sec以上であること。

備考） 「透水性コンクリート」は、雨水を浸透させる必要がある場合に、高強度を必要としない
部分において使用するものとする。

鉄鋼スラグ
水和固化体

鉄鋼スラグブ
ロック

【判断の基準】
〇骨材のうち別表に示された製鋼スラグを重量比で50％以上使用
していること。かつ、結合材に高炉スラグ微粉末を使用してい
ること。
別表

種 類

転炉スラグ（銑鉄予備処理スラグを含む）

電気炉酸化スラグ

【配慮事項】
〇鉄鋼スラグの製造元及び販売元を把握できるものであること。

吹付けコン
クリート

フライアッ
シュを用いた
吹付けコンク
リート

【判断の基準】

〇吹付けコンクリートであって、１‚当たり100‰以上のフライ
アッシュが混和材として使用されていること。

塗料 下塗用塗料
（重防食）

【判断の基準】

〇鉛又はクロムを含む顔料が配合されていないこと。

低揮発性有機
溶剤型の路面
標示用水性塗
料

【判断の基準】

〇水性型の路面標示用塗料であって、揮発性有機溶剤（ＶＯＣ）
の含有率（塗料総質量に対する揮発性溶剤の質量の割合）が５
％以下であること。

高日射反射率
塗料

【判断の基準】

{近赤外波長域日射反射率が表に示す数値以上であること。

|近赤外波長域の日射反射率保持率の平均が80％以上であるこ
と。

セメント エコセメント 【判断の基準】
〇都市ごみ焼却灰等を主原料とするセメントであって、製品１ト
ンにつきこれらの廃棄物が乾燥ベースで500‰以上使用されて
いること。

備考） 「エコセメント」は、高強度を必要としないコンクリート構造物又はコンクリート製品に
おいて使用するものとする。
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備考）１ 本項の判断の基準の対象とする高日射反射率塗料は、日射反射率の高い顔料を含有する
塗料であり、建物の屋上・屋根等において、金属面等に塗装を施す工事に使用されるもの
とする。
２ 近赤外波長域日射反射率、明度Ｌ＊値、日射反射率保持率の測定及び算出方法は、ＪＩ
Ｓ Ｋ5675による。�
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